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NTTデータ先端技術にはハイブ
リッド／マルチクラウドでのインテ
グレーションに対応する 1,500名
を超えるデリバリー体制がある。オ
ンプレミスシステムに関するノウハ
ウの蓄積もあるため、クラウドリフ
トを含めたさまざまなクラウドシス
テムのニーズに対応できる。

AWS、OCI、Microsoft Azure（以
下 Azure）や GCP（Google Cloud 
Platform）を中心に量と質の両面
からエンジニアの育成に力を入れ、

更なる体制の拡充
を続けている。
「案件へのアサ
インはこれまで主に
NTTデータの技
術革新統括本部
（以下、技統本）
を通じて行ってきま
したが、現在自営
体制を強化してい
ます。また強みを
増やすため技統本
と連携し、設計リファレンスモデルやテ
ンプレート、IaC（Infrastructure as 
Code）ツールなどの整備に取り組ん
でいます」（坂岩氏）。 さらに先を見据えた R&D活動や

PoCにも取り組んでいる。具体例と
しては xOpsやHyperautomationな
どの運用に関するもの、システムや
データ主権の観点から各国の法律や
規制に則したクラウドサービスの提
供を保証する Sovereign Cloud、ま
た超高可用性クラウドなどがある。

 単独での取り組みは非効率との
考えから、規模や内容に応じて
NTTデータの技統本や各事業部と
の連携も重視している。

NTT データ先端技術株式会社（以下、NTT データ先端技術）には AWS（Amazon Web Services）や OCI（Oracle 
Cloud Infrastructure）をはじめ、さまざまなクラウドプラットフォームに対応可能な高い技術力とノウハウを有するデ
リバリー体制がある。本稿ではその強みを活かした同社のクラウドビジネス戦略（図 1）について紹介する。
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AWS、OCI、Azure、GCPに
対応するデリバリー体制の
更なる強化

Delivery

・AWS、Azure、GCP、OCIを中心にエンジニアを育成、デリバリープールを組成
・ハイブリッドクラウド/マルチクラウドでのインテグレーション、デリバリー体制の強化
・PS事業部(600名)、DTI事業部(900名)のデリバリー体制の更なる拡充を目指す

タレントプール

Technology

・デリバリーの武器となる設計リファレンスモデル、テンプレート、
IaCツール類の整備
・技統本クラウド技術部と連携して開発を行う。

アセット開発

R&D
PoC

・xOps/Hyperautomation、Sovereign Cloud、超高可用性クラウド等の
R&D、PoCへの参画。
・技技統本クラウド技術部、NTTD各事業部と連携して取り組む。

Solution

新規ビジネスの創出

Microsoft

Oracle

・クラウド技術を利用した新規ビジネスの創出
・Green ビジネス(エネルギー・リソース・アグリゲーション・ビジネス)
・Azure OpenAI Serviceの環境構築サービス

・Microsoft関連では、ニーズのあるMicrosoft365デジタルワークプレシス導入・活用を
中心にオンプレ、クラウドでのOA更改に対するソリューション創出、デリバリー体制を目論む。

・Oracle Cloud(OCI)をコアとしたソリューション創出、デリバリー体制の強化を
目論む。

カテゴリ 取組内容

ハイブリッドクラウド/マルチクラウドでのインテグレーション、デリバリー体制の強化
社会的関心の高いGreenを中心にクラウドを活用した新規ビジネス創出にチャレンジ
ハイブリッドクラウド/マルチクラウドでのインテグレーション、デリバリー体制の強化
社会的関心の高いGreenを中心にクラウドを活用した新規ビジネス創出にチャレンジ

図 1　クラウドビジネス戦略

先進的な技術領域への対応を
目的とする R&D活動
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NTTデータ先端技術は 20年以上
にわたり Oracle事業に取り組んで
いる。「Oracle Cloud Infrastructure 
（OCI / PaaS） 認定資格」の取得者
数は国内 1位と国内トップのデリ
バリー体制を誇っており、2023年
9 月 に は 3 年 連 続 で Oracle 
Certification Awardを取得した。オ
ンプレミスシステムのノウハウも豊
富であるため、難易度の高いクラウ
ドシフト／リフトを含め幅広いニー
ズに対応する（図 2）。
「Oracleのデータベースプラット
フォーム“Exadata”を利用するお
客様が OCIを利用しクラウドへ移
行するためのソリューション提供は
もちろん、Exadataを導入してい
ないお客様も OCIを選択しやすく
なるソリューションを開発するな
ど、より OCIの受け皿を広げる活
動にも注力しています」（山野氏）。

NTTデータ先端技術は Azureな
どMicrosoft関連ソリューション専
門のデリバリー体制も有している。
NTTデータグループでは他に例が
ない。オンプレミスシステムで
Active Directoryを運用していたよ
うな OA環境のクラウド移行も得意
としており、幅広いニーズに対応可
能だ。

Azure基盤を活用したシステム提
供のデリバリー体制強化を進めてい
るほか、デジタルワークプレイス導

Serviceセキュア環境構築サービス」
だ。注目の高まっているOpen AIを
ニーズに応じて調整しながらセキュ
ア に 利 用 可 能 な Azure OpenAI 
Serviceの環境構築を代行する。PoC
などを目的に短期間で利用環境を必
要とするお客様向けに PoC用の環境
提供サービスも用意されている。

小津氏はクラウド領域において
「ハイブリッド／マルチクラウド、
複数技術の組み合わせへの対応が必
須」と語る。その背景にはクラウド
技術のコモディティ化があるとし
て、今後の取り組みについて坂岩氏
は次のように述べている。
「まずはパートナー企業も含めた
デリバリー体制の強化に力を入れて
います。今後クラウドのコモディ
ティ化が進むのに伴い、技術の組み
合わせと目利きが我々ならではの役
割になると思っています。親会社で
ある NTTデータと比較すれば規模
が小さく身軽であることを活かし、
迅速に新しい価値を提供していきた
いと考えています」。

入ニーズの高まりを受け、Microsoft 
365関連のサービスメニュー化を進
めている。

技術力が高く迅速なデリバリーが
可能な体制を活かし、新規ビジネス
創出にも取り組んでいる。例の 1
つが太陽光発電などの分散型エネル
ギー（以下、DER）情報の収集・
制御を目的とするプラットフォーム
構築だ。
「2023年１～３月に熊本県球磨
郡球磨村、株式会社球磨村森電力と
共同で実施した実証実験において、
AWSマネージドサービスを活用し、
DER情報を収集する IoTシステム
を短期間で構築しました。村の施設
などに設置された太陽光発電設備や
蓄電池からの情報を収集して可視化
できること、また蓄電池の充放電制
御について有効性が確認されていま
す」（小津氏）。
将来的には NTTデータが構築す
る「グリーン分散エネルギー情報流
通基盤」と接続することも視野に入
れている。
もう１つの例が 2023年 10月 1
日に提供を開始した「Azure OpenAI 
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お客様に「５つの選択肢」をご提供。最適な選択肢を提案する「コンサルティングサービス」から、
安定運用を支援する「マネージドサービス」までを一気通貫で提供することでお客様DX推進に貢献。

PCA ExaDB-D
(ExaCS)

ExaDB-C@C
(ExaCC)

C

Compute 
Cloud@Customer

PCA

P P

図 2　OCI 関連サービス

国内トップのデリバリー体制を
強みとするOCI 関連ソリュー
ション創出・提供

Microsoft 365 による
デジタルワークプレイスを
中心にOA更改ニーズに対応

コモディティ化が進むクラウド
領域で身軽さを活かし新たな
価値を提供していく

開発力を活かし新規ビジネス
創出にチャレンジ


